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（百万円未満切り捨て）

１．平成 23 年３月期第 1 四半期の連結業績（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年６月 30 日） 
  

（１）連結経営成績（累計） （%表示は対前年同四半期増減率）

 経常収益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
23 年 3 月期第１四半期 2,947 8.7 642 76.6 714 141.5
22 年 3 月期第１四半期 2,712 ― 363 ― 295 ― 

  

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23 年 3 月期第１四半期 22 78 14 62

22 年 3 月期第１四半期 9 43 6 27
   

（２）連結財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭
23 年 3 月期第１四半期 436,783 17,246 3.9 358 76 

22 年 3 月期 437,005 16,810 3.8 343 05 

(参考) 自己資本 23 年 3 月期第１四半期 17,245 百万円 22 年 3 月期 16,809 百万円
（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部の合計で除して算出しております。 
 

２．配当の状況    
 年間配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 
22 年 3 月期 －  － －  － －  － －  － －  － 

23 年 3 月期 －  －     

23 年 3 月期（予想）  2  50 －  － 2  50 5  00 

（注）１．当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 
２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当行が発行する普通株式と権利関係の異な

る種類株式（非上場）の配当の状況については、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。   
３．平成 23 年 3 月期の連結業績予想（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（％表示は、通期は対前期、第 2 四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

 経常収益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第 2 四半期（累計） 5,300 △13.8 500 － 300 － 7 75
通 期 10,800 △3.4 900 － 600 － 15 50 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  ： 無 



 

2 

 

４．その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動： 無 

（注） 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有 

（注） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注） 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の

原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23 年３月期１Q 31,800,000 株 22 年 3 月期 31,800,000 株

② 期末自己株式数 23 年３月期１Q 456,052 株 22 年 3 月期 456,052 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23 年３月期１Q 456,052 株 22 年 3 月期１Q 454,841 株

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金

融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。 
 

 年間配当金 

 第 1 四半期末 第 2 四半期末 第 3 四半期末 期末 合計 

A 種優先株式 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 
22 年 3 月期 －  － 9  50 －  － 9  50 19  00 

23 年 3 月期 －  －     

23 年 3 月期（予想）  9  50 －  － 9  50 19  00 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第1四半期の経営成績につきましては、経常収益は、有価証券運用収益の増加等により

前年同期比2億35百万円増加して29億47百万円となり、経常費用は、預金利息の減少及び経

費の削減等により前年同期比43百万円減少して23億4百万円となった結果、経常利益は6億

42百万円となりました。 

また、貸倒引当金戻入益を特別利益に計上し、四半期純利益は7億14百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報  

当第１四半期末の連結財政状態については、総資産4,367億円、純資産172億円となりまし

た。また、主要勘定残高としては、預金4,117億円（前年度末比7億円減少）、貸出金3,180億円

（前年度末比71億円減少）、有価証券961億円（前年度末比105億円増加）となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年5月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当ありません。 

 

（２）簡便な会計処理の概要 

① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分す

る方法により算定しております。 

② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当

てている債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成22年3月期の予想損失

率をもとに合理的に見直した後の予想損失率を適用して計上しております。 

③ 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の

算出に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会

計年度末から大幅な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の

業績予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第21号平成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、経常利益は0百万円、税金等調整前四半期純利益は38百万円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は49百万円であります。 

 
② 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成20年12月26日）に基づく財

務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示し

ております。 
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３．四半期連結財務諸表 

 

（１） 四半期連結貸借対照表 

  （単位：百万円）

 
当第１四半期連結会計期間末 

（平成22年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約連結

貸借対照表（平成22年３月31日）

資産の部     

現金預け金 18,067  21,957 

コールローン及び買入手形 469  400 

金銭の信託 483  500 

有価証券 96,148  85,639 

貸出金 318,017  325,126 

外国為替 310  438 

その他資産 2,141  1,735 

有形固定資産 5,372  5,458 

無形固定資産 429  337 

繰延税金資産 1,080  1,101 

支払承諾見返 2,165  2,263 

貸倒引当金 △7,901  △7,951 

資産の部合計 436,783  437,005 

負債の部    

預金 411,739  412,454 

外国為替 －  1 

その他負債 3,288  3,023 

賞与引当金 117  209 

退職給付引当金 1,043  1,066 

役員退職慰労引当金 236  232 

睡眠預金払戻損失引当金 47  47 

利息返還損失引当金 3  4 

偶発損失引当金 129  128 

再評価に係る繰延税金負債 763  763 

支払承諾 2,165  2,263 

負債の部合計 419,536  420,194 

純資産の部    

資本金 7,300  7,300 

資本剰余金 6,256  6,256 

利益剰余金 2,411  1,753 

自己株式 △204  △204 

株主資本合計 15,763  15,106 

その他有価証券評価差額金 602  824 

土地再評価差額金 878  878 

評価・換算差額等合計 1,481  1,703 

少数株主持分 1  1 

純資産の部合計 17,246  16,810 

負債及び純資産の部合計 436,783  437,005 
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（２） 四半期連結損益計算書 

【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円） 

 

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日） 

経常収益 2,712  2,947 

資金運用収益 2,274  2,037  
（うち貸出金利息） 1,980  1,785  
（うち有価証券利息配当金） 289  246  

役務取引等収益 340  344  
その他業務収益 58  530  
その他経常収益 39  35  

経常費用 2,348  2,304  
資金調達費用 317  221  
（うち預金利息） 312  218  

役務取引等費用 232  223  
その他業務費用 52  208  
営業経費 1,668  1,571  
その他経常費用 77  79  

経常利益 363  642 

特別利益 21  66 

貸倒引当金戻入益 21  66  

償却債権取立益 0  0  

その他の特別利益 －  0  

特別損失 23  39  

固定資産処分損 1  1  

減損損失 22  －  

資産除去債務会計基準の適用に伴う 

影響額 
－ 
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その他の特別損失 0  －  

税金等調整前四半期純利益 362  670  

法人税、住民税及び事業税 17  7  

法人税等調整額 49  △51  

法人税等合計 66  △43  

少数株主損益調整前四半期純利益   714  

少数株主利益又は少数株主損失（△） 0  △0  

四半期純利益 295  714  
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（３） 継続企業の前提に関する注記 

当第１四半期連結会計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年６月 30 日） 

該当ありません。 

 

（４） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結会計期間（自 平成 22 年４月１日 至平成 22 年６月 30 日） 

該当ありません。 
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平成 23 年３月期 第１四半期決算説明資料 
 

１． 平成23年３月期第１四半期損益の状況（単体） 
 
・本業部分であるコア業務純益については、資金利益の減少等により前年同期比△133百万円の249百万円となりました。

・経常利益は、不良債権処理額が減少したこと等により、前年同期比303百万円増加の610百万円となりました。 

・四半期の最終損益は、前年同期比518百万円増加の740百万円となりました。 
  

     （単位：百万円）

平成 23 年 3 月期 平成 22 年 3 月期   平成 23 年 3 月期
第１四半期 第１四半期 前年同期比  第 2四半期業績予想 

（３ヵ月間）(A) （３ヵ月間）(B) (A) ― (B)  （６ヵ月間累計）

経 常 収 益  2,887  2,649 237   5,200

業 務 粗 利 益 2,209 2,018 191   

 資 金 利 益 1,808 1,949 △ 140   

 役 務 取 引 等 利 益 80 64 16   

 そ の 他 業 務 利 益 321 5 315   

 （うち債券関係損益） 416 △ 9 426   

経費（除く臨時処理分） 1,543 1,645 △ 101   

 人 件 費 783 854 △ 71   

 物 件 費 677 709 △ 31   

 税 金 82 81 1   

①一般貸倒引当金繰入額 － △ 150 150   

業 務 純 益 665 523 142   

 コア業務純益（注２） 249 383 △ 133   900

臨 時 損 益 △ 55 △ 217 161   

 ②うち不良債権処理額 3 184 △ 180   

 （貸倒償却引当費用 ①+②+③） △ 120 33 △ 153   

 うち株式等損益（３勘定尻） 31 △ 10 41   

経 常 利 益 610 306 303   500

特 別 損 益 84 △ 23 107   

 ③うち貸倒引当金戻入益 123 － 123   

税 引 前 四 半 期 純 利 益 694 282 411   

法人税、住民税及び事業税 5 11 △ 6   

法 人 税 等 調 整 額 △ 51 49 △ 100   

四 半 期 純 利 益 740 221 518   300

（注） １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
２．コア業務純益 ＝ 業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 債券関係損益 

２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体） 
  （単位:億円） （参考） （単位:億円）

平成 22 年６月末  平成 22 年３月末  
 平成 22 年３月末比 （実績） 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 62 0 61 

危険債権 149 5 143 

要管理債権 0 △ 1 1 

合   計 212 5 207 
    

不良債権比率 6.62% 0.30% 6.32% 
(注) １．上記の当四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第 4 条に規定する

各債権のカテゴリー（以下「開示区分」という。）により分類しております。 
２．上記計数は、部分直接償却後の残高を記載しております。 

ただし、当四半期末の計数については、新たに無価値と認められる部分についての部分直接償却は減額し
ておりません。 

３．上記開示区分の金額は、当行の定める資産の自己査定基準に基づき、当四半期末を基準日として実施した
自己査定の債務者区分に基づく残高を計上しております。 
※ 開示区分と自己査定の債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 
・危険債権（破綻懸念先の債権） 
・要管理債権（要注意先のうち、元本又は利息の支払いが 3 ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を
緩和している債権） 
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３．連結自己資本比率（国内基準） 
  （参考） 

 平成 22 年 9 月末（予想値）  平成 22 年 3 月末（実績） 

連結自己資本比率 8.5％程度  8.32% 

連結Ｔｉｅｒ1 比率 7.5％程度  7.34% 

(注) 上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 

 
４．時価のある有価証券の評価差額（単体） 
○評価差額                     （単位:億円） （参考）     （単位:億円） 

平成 22 年６月末 平成 21 年６月末 平成 22 年３月末 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額  
  うち益 うち損   うち益 うち損   うち益 うち損

その他有価証券 926 8 15 7 899 1 13 11 841 9 16 6

 株  式 10 0 1 0 14 5 5 0 14 2 2 0

 債  券 802 11 12 1 738 2 5 3 690 7 10 2

 そ の 他 114 △3 1 5 146 △ 5 2 7 135 △0 3 3

(注) １．各四半期末の「評価差額」および「含み損益」は、各四半期末の帳簿価格（償却原価法適用後、減損処理

後）と評価との差額を計上しております。 
２．満期保有目的の債券はありません。 

 ３．子会社株式で時価のあるものはありません。 

 
 
５．デリバティブ取引（単体） 

デリバティブ取引については、開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略します。 
 

 
６．預金、貸出金の状況（単体） 

 
①預金・貸出金の残高（末残）    （単位:億円）

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 
 22 年３月末比 21 年６月末比   

預 金 4,126 △ 7 △ 188 4,134 4,315 

譲 渡 性 預 金 － － － － － 

預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金 4,126 △ 7 △ 188 4,134 4,315 

貸 出 金 3,171 △ 71 △ 236 3,243 3,408 

 
 
②個人・法人別預金残高（末残）    （単位:億円）

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 
 22 年３月末比 21 年６月末比   

預 金 4,126 △ 7 △ 188 4,134 4,315

う ち 個 人 3,369 △ 40 △ 62 3,409 3,431

う ち 法 人 623 △ 51 △ 76 675 700
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③預かり資産残高（末残）    （単位:億円）

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 
 22 年３月末比 21 年６月末比   

国 債 90 △ 3 △ 3 93 94 

投 資 信 託 245 △ 24 △ 0 269 245 

 
 
④消費者ローン残高（末残）    （単位:億円）

22 年６月末   22 年３月末 21 年６月末 
 22 年３月末比 21 年６月末比   

消 費 者 ロ ー ン 残 高 972 △ 12 △ 55 985 1,028 

 住 宅 ロ ー ン 残 高 890 △ 11 △ 44 901 934 

 そ の 他 ロ ー ン 残 高 82 △ 1 △ 11 84 93 

 
 
 

 


